





































































































































































































































































































り、高い説得力をもってい る 。  
 論者は最後に、ポピュラー・カルチャーの作品･作り手・消費者の三者が核
エネルギー問題に対する現実感をどのようにすれば獲得できるのか、という
問題を考察する。これは、人文社会科学が社会と切り結ぶものであろうとす
るならば、避けて通れないアジェンダだろう。論者はまず、「日本 SF」の作
り手にはもともと「軽薄」さを自覚的に打ち出すことが現代社会への批判に
繋がるという発想があったことを、小松左京や筒井康隆らの数多くの作品や
評論を例示して指摘する。しかし、オタク第一世代はこうした発想を切り捨
てながら「日本 SF」の読者層から分化し、その消費対象として怪獣特撮映画
・アニメというジャンルを新たにつくりあげたのである。それゆえ、核エネ
ルギー問題の現実感を獲得するには、「日本 SF」の作り手たちがもともと有
していたこのような発想を再評価することが重要なのではないかと、論者は
問いかける。 
 さまざまな問題を抱える現代社会を「軽薄」さを武器に揺さぶろうとする
意識を「日本 SF」の作り手が持っていた、という主張は、厳密なテクスト調
査に基づくものであり、大いに首肯できる。また、日本 SF 論としてもこれ
までにない指摘といえるかもしれない。ただし、こうした問題意識を共有す
ることがリアリティーの獲得に繋がるという論者の主張が、評論的なレベル
にとどまっていることは否めないだろう。 
 しかし、こうした問題点も、一次資料の渉猟によって多くの事実関係を明
らかにした点、またそれに基づいて説得的な論をさまざまに展開している
点、さらに今日的問題にも誠実に正面から応じようとした点など、本論文が
有するすぐれた価値を、決して損なうものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文とし
て価値あるものと認められる。なお、２０１５年４月２３日、調査委員
３名が論文内容とそれに関連した事柄について口頭試問を行った結果、
合格と認めた。  
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと
判断し、公表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容
を要約したものとすることを認める。  
 
 
 
